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H29-1-3-4  正答 ② 
 
技術⼠⼀次試験・基礎科⽬において、電気関係の唯⼀の出題です。 



 
 
 
 
 
 
 
 
問題に与えられた回線図のＡ端とＢ端を持って引っ張ると下図が得られます。図（ａ）のブ
リッジ部分には電流が流れませんから無視します。まず並列時の抵抗を計算し、得られた値
を⾜し合わせて直列時の抵抗とします。 
 

 
  
この計算通りの値であれば、確かに答は②となります。 
 
この計算では、図の対称性から（ａ）と（ｂ）は正しい値を与えています。問題は（ｃ）を
こんなに乱暴な⽅法で計算してよいかということです。そこで、正攻法での計算をすること
にします。 
 
 
 
 
 
 
 
図は丸印を付けた部分を中⼼に点対称となっていますので、この点を中⼼に、流れる電流を
ｉ１、ｉ２、ｉ３とします。そうすると、次の式が成り⽴ちます。 
    ｉ ＝ ｉ１ ＋ ｉ２ 



    ｉ１＝ ｉ２ ＋ ｉ３ 
Ｘ−Ｙ間の電圧降下より 
    ｒ×ｉ１ ＝ ２ｒ×ｉ２ − ｒ×ｉ3  
これを解くと、 

ｉ１ ＝ ０．６ｉ、 ｉ２ ＝ ０．４ｉ、 ｉ３ ＝ ０．２ｉ 
となります。 
 
電流の⼊り⼝から出⼝までの電圧降下は、⼊り⼝から Y を経て出⼝までを計算すると 
    電圧降下 ＝ ｒ×ｉ１ + 2×ｒｉ２ ＝ １．４ｒｉ となります。 
念のために、どの経路を辿って計算しても１．４ｒｉとなります。 
すなわち、（ｃ）の系の合成抵抗はＲｃ＝１．４ｒと求まり、Ｒｂ＝１．５ｒよりも⼩さな値
であることがわかりました。 
 
 
 


